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　この要領は、福岡市水道局が発注する水道工事（土木）の写真管理について、
「水道工事施工管理基準［土木編］」及び「工事書類簡素化要領　土木工事編」に
おける管布設工事に付随する内容を整理したものである。

１．適　用

　この要領は、福岡市水道局が発注する水道工事について適用し、この要領にない
項目は「水道工事施工管理基準［土木編］」及び「工事書類簡素化要領　土木工事
編」に準拠するものとする。

写真撮影要領　［導・送・配水管布設工事］



●出来形（工区別）写真撮影頻度における工区の考え方

○１工区の考え；主要工区（Ａ工区）と路線で連続・近接している場合
※近接とは100ｍ以内とする（施工管理基準における土被り寸法の撮影頻度を参照している）
※100m以内とは当初本管距離とする

○複数工区の考え；主要工区（Ａ工区）と路線で連続・近接していない場合など

Ａ工区

Ｃ工区
Ｂ工区、布設工など

Ｄ工区、布設工など 100ｍ以内100ｍ以内

Ａ工区

Ｃ工区

Ｂ工区、布設工など

Ｅ工区、布設工など

Ｄ工区

100ｍ以内

100ｍ以上

100ｍ以上

「Ｃ工区」は「Ａ工区」と連続しているため同一工区と判断。
「Ｂ・Ｄ工区、布設工など」は「Ａ・Ｃ工区」終点より100ｍ以内のため同一工区と判断。
よって、工区別の出来形写真管理は1工区分となる。

「Ｃ工区」は「Ａ工区」と近接しているため同一工区と判断。
「Ａ工区」は「Ｂ工区」終点より100ｍ以上のため別工区と判断。
「Ｄ工区」は「Ｃ工区」終点より100ｍ以上のため別工区と判断。
「Ｅ工区、布設工など」は「Ｄ工区」終点より100ｍ以内のため同一工区と判断。
よって、工区別の出来形写真管理は3工区分となる。

100ｍ以内



写真撮影頻度

着手前・完成

安全管理関係

試掘工 任意の箇所で1箇所 全箇所

地下埋設物の離隔確保 ー 全箇所

使用資材 水道資材は全品目立会

仮設管布設工
（仮設管撤去工）

任意の箇所で1箇所 工区別1箇所

管布設工
任意の箇所で1箇所
〇昼夜間につき1箇所づつ

工区別100mに1箇所

継手工 任意の箇所で１箇所 工区別管種別に１箇所
配管状況（異形管） ー 全箇所
配管状況（弁栓類） ー 全箇所
配管状況（連絡・切込部） 任意の箇所で1箇所 全箇所
給水管連絡工 任意の口径で1箇所 工区別口径毎に1箇所
管切断工 任意の口径で1箇所 管種口径毎に1箇所
既設管撤去工 任意の箇所で1箇所 工区別200mに1箇所 全延長必要
オフセット ー 始点、終点
洗管状況 ー 実施個所毎

仮復旧工
任意の箇所で1箇所
〇昼夜間につき1箇所づつ

舗装種別ごとに1回※

本復旧工
任意の箇所で1箇所
〇昼夜間につき1箇所づつ

舗装種別ごとに1回※

切削オーバーレイ工 任意の箇所で1箇所 ー
仮区画線工 任意の箇所で1箇所 ー
区画線工 任意の箇所で1箇所 種別毎（色・幅）で１回
路面カラー塗装工 任意の箇所で1箇所 ー
基礎工 任意の箇所で1箇所 基礎種別ごとに１回
側溝工 任意の箇所で1箇所 側溝種別ごとに１回

産業廃棄物処理工
マニフェスト番号を黒板に記載
すること

残土処分工
スクラップ処分工
現場環境改善の実施状況

品目・処分場毎・昼夜間別に1回

処分場毎・昼夜間別に1回
処分場毎に1回

管
布
設
工

付
帯
工

実施項目毎に１回

※状況が「状況（出来形）」写
真と異なる場合は、その異なる
撮影項目のみの状況写真を撮影
すること。

工　種　等 出来形 備　考

共
通

４０ｍ程度毎１枚

工区毎

全使用資材

状況（出来形）



工事写真と工事写真整理帳の分類

着所前・完成 ー
安全管理関係 ー
試掘工
※任意の箇所1箇所

試掘工

ー 地下埋設物の離隔確保
使用資材 ー
仮設管布設工（仮設管撤去工） 仮設管布設工（仮設管撤去工）出来形

管布設工　状況（出来形） 管布設工　出来形
継手工　状況（出来形） 継手工　出来形
配管状況（異形管）出来形
※任意の箇所1箇所

配管状況（異形管）出来形

配管状況（弁栓類）出来形
※任意の箇所1箇所

配管状況（弁栓類）出来形

配管状況（切込、連絡）出来形
※任意の箇所1箇所

配管状況（切込、連絡）出来形

給水管連絡工　状況（出来形） 配管状況（給水管）出来形
管切断工　状況（出来形） 管切断工　出来形
既設管撤去工　状況（出来形） 管撤去工　出来形
ー オフセット
ー 洗管作業
仮復旧工　状況（出来形） 仮復旧工　出来形
本復旧工　状況（出来形） 本復旧工　出来形
切削オーバーレイ工　状況（出来形） ー
仮区画線工　状況（出来形） ー
区画線工　　状況（出来形） 区画線工　出来形
路面カラー塗装工　状況（出来形） ー
基礎工　状況（出来形） 基礎工　出来形
側溝工　状況（出来形） 側溝工　出来形
産業廃棄物 ー
建設発生土 ー
スクラップ ー
現場環境改善の実施状況 －

付
帯
工

付
帯
工

共
通

工事写真

管
布
設
工

工事写真整理帳

管
布
設
工

共
通



写真撮影内容

撮影注意点 撮影箇所 備　　　考

着手前

完成

撮影注意点 撮影箇所 備　　　考

各種標識類の
設置状況

各種保安施設
の設置状況

※即日復旧を行わない昼夜間不稼働
日の安全対策

交通誘導警備員
の配置状況

安全訓練の実施状況 安全訓練等の実施報告書に添付

撮影注意点 撮影箇所 備　　　考

地下埋設物の離隔状況
離隔が十分確保できない場合に撮
影　GLー〇〇下がり

全箇所

防護対策状況
砕石バックなど設置した場合に撮
影

全箇所

撮影注意点 撮影箇所 備　　　考

使用資材
水道資材は全品目立会
その他資材は自主管理

「共　通」
使用資材

撮影項目

撮影項目

「共　通」
着手前・完成

「共　通」
安全管理関係

撮影項目

黒板に測点を記入

建設業許可票、労災保険等成立票、リサイクル法、施工体系
図、再生資源利用計画書、再生資源利用促進計画、再生資源
利用促進計画の作成に伴う確認結果票等
工期変更や記載事項変更時も撮影

黒板に撮影位置を記入、工区毎、配置人員毎、昼夜間別に撮
影

作業時の昼・夜別に撮影

全延長撮影
40ｍ程度毎1枚

実施毎に撮影

「共　通」
地下埋設物の離隔確保

撮影項目



写真撮影内容

撮影注意点 撮影箇所 備考

矢板建込み前検尺※ 種類別 長さ（Ｌ） ※他に同じ種類がある場合は省略。

矢板建込み状況※ 建込み状況 ※他に同じ種類がある場合は省略。

土留工完了 矢板及び支保工完了を同時撮影 支保工の段数が確認できること

掘削完了 掘削幅・深さと完了の全景 幅（Ｂ）、深さ（Ｈ）

埋設管位置確認

埋戻し完了※
最終層の転圧完了
GL-○○下がり

路床高（ｈ）
※他に同じ舗装種別がある場合は省
略。

撮影注意点 撮影箇所 備考

土留工完了 矢板及び支保工完了を同時撮影 支保工の段数が確認できること

掘削完了 掘削幅・深さと完了の全景 幅（Ｂ）、深さ（Ｈ）

埋設管位置確認

埋戻し完了※
最終層の転圧完了
GL-○○下がり

路床高（ｈ）
※他に同じ舗装種別がある場合は省
略。

撮影項目

「共　通」
試　掘　工

状況（出来形）

撮影項目

「共　通」
試　掘　工

出来形



写真撮影内容

撮影注意点 撮影箇所 備考

着工前

完了

掘削完了 掘削幅・深さと完了の全景 幅（Ｂ）、深さ（Ｈ）

仮設布設完了出来形 土被り（ｈ）

埋戻し完了※
最終層の転圧完了
ＧＬ-○○下がり

路床高（ｈ）
※他に同じ舗装種別がある場合は省
略。

仮設管撤去掘削完了 掘削幅・深さと完了の全景 幅（Ｂ）、深さ（Ｈ）

仮設管撤去完了

仮設管撤去埋戻し完了※
最終層の転圧完了
ＧＬ-○○下がり

路床高（ｈ）
※他に同じ舗装種別がある場合は省
略。

撮影注意点 撮影箇所 備考

掘削完了 掘削幅・深さと完了の全景 幅（Ｂ）、深さ（Ｈ）

仮設管布設完了出来形 土被り（ｈ）

埋戻し完了※
最終層の転圧完了
ＧＬ-○○下がり

路床高（ｈ）
※他に同じ舗装種別がある場合は省
略。

仮設管撤去掘削完了 掘削幅・深さと完了の全景 幅（Ｂ）、深さ（Ｈ）

仮設管撤去完了

仮設管撤去埋戻し完了※
最終層の転圧完了
ＧＬ-○○下がり

路床高（ｈ）
※他に同じ舗装種別がある場合は省
略。

「導・送・配水管」仮設管布設工
（仮設管撤去工）

状況(出来形)

撮影項目

「導・送・配水管」仮設管布設工
（仮設管撤去工）

出来形

撮影項目

40ｍ程度毎1枚

40ｍ程度毎1枚



写真撮影内容

撮影注意点 撮影箇所 備考

舗装切断状況

汚泥回収状況
マニフェスト番号記入
ダンプ車番号が判ること

舗装版取壊し状況
機械又は人力
ダンプ車番号が判ること

舗装版積込み状況
マニフェスト番号記入
ダンプ車番号が判ること

掘削状況
機械又は人力
土質毎に撮影

残土積込状況 機械又は人力

矢板建込み前検尺 建込み前検尺　長さ（Ｌ）

矢板建込み状況 建込み状況

土留工完了 矢板及び支保工完了を同時撮影 支保工の段数が確認できること

掘削完了 掘削幅・深さと完了の全景 幅（Ｂ）、深さ（Ｈ）

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｽﾘｰﾌﾞ被覆工出来形 ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｽﾘｰﾌﾞ被覆、表示ﾃｰﾌﾟ

管布設工（管吊り込み状況）

管布設完了出来形 土被り（ｈ）

埋戻し状況（埋戻し前） 埋戻し前検測

転圧機械毎に転圧状況1回

各層（20cmﾋﾟｯﾁ）の転圧完了
ＧＬ-○○下がり

標識テープ設置工完了出来形 ＧＬ-○○下がり 深さ（ｈ１、ｈ２）

埋戻し完了
最終層の転圧完了
ＧＬ-○○下がり

路床高（ｈ）

「導・送・配水管」
管布設工

状況（出来形）

撮影項目

埋戻し状況



写真撮影内容

撮影注意点 撮影箇所 備考

土留工完了 矢板及び支保工完了を同時撮影 支保工の段数が確認できること

掘削完了 掘削幅・深さと完了の全景 幅（Ｂ）、深さ（Ｈ）

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｽﾘｰﾌﾞ被覆工出来形 ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｽﾘｰﾌﾞ被覆、表示ﾃｰﾌﾟ

管布設完了出来形 土被り（ｈ）

標識テープ設置工完了出来形 ＧＬ-○○下がり 深さ（ｈ１、ｈ２）

埋戻し完了
最終層の転圧完了
ＧＬ-○○下がり

路床高（ｈ）

撮影項目

「導・送・配水管」
管布設工

出来形



写真撮影内容

撮影注意点 撮影箇所 備考

継手工（清掃状況）

継手工（滑剤塗布状況）

継手工（接合状況） 接合器具を使用

継手工（接合状況）締付トルク

継手工（接合状況）胴付間隔

撮影注意点 撮影箇所 備考

継手工（接合状況）締付トルク

継手工（接合状況）胴付間隔

撮影項目

「導・送・配水管」
継手工

状況（出来形）

撮影項目

「導・送・配水管」
継手工

出来形



写真撮影内容

撮影注意点 撮影箇所 備考

配管状況（異形管） 完了の全景 ＧＬからの深さ（ｈ）

配管状況（弁栓類） 完了の全景 ＧＬからの深さ（ｈ）

撮影注意点 撮影箇所 備考

矢板建込み前検尺※ 建込み前検尺　長さ（Ｌ） ※他に同じ種類がある場合は省略。

矢板建込み状況※ 建込み状況 ※他に同じ種類がある場合は省略。

土留工完了 矢板及び支保工完了を同時撮影 支保工の段数が確認できること

掘削完了 掘削幅・深さと完了の全景 幅（Ｂ）、深さ（Ｈ）

既設管土被り ＧＬからの深さ（ｈ）

管切断工状況

水替状況

切込、連絡完了出来形 土被り（ｈ）

標識テープ設置工完了出来形 ＧＬ-○○下がり 深さ（ｈ１、ｈ２）

管の土被り1.2～2.0ｍ： 路面下0.8ｍ(h1)
管の土被り1.2ｍ未満：原則として管天より0.4ｍ
(h2)※0.4ｍが路盤内の場合路盤下とする
管の土被り2.0ｍを超える：管天より0.4ｍ(h2)およ
び路面下0.8ｍ(h1)の二重

埋戻し完了
最終層の転圧完了
ＧＬ-○○下がり

路床高（ｈ）

撮影注意点 撮影箇所 備考

土留工完了 矢板及び支保工完了を同時撮影 支保工の段数が確認できること

掘削完了 掘削幅・深さと完了の全景 幅（Ｂ）、深さ（Ｈ）

切込、連絡完了出来形 土被り（ｈ）

標識テープ設置工完了出来形 ＧＬ-○○下がり 深さ（ｈ１、ｈ２）

管の土被り1.2～2.0ｍ： 路面下0.8ｍ(h1)
管の土被り1.2ｍ未満：原則として管天より0.4ｍ
(h2)※0.4ｍが路盤内の場合路盤下とする
管の土被り2.0ｍを超える：管天より0.4ｍ(h2)およ
び路面下0.8ｍ(h1)の二重

埋戻し完了
最終層の転圧完了
ＧＬ-○○下がり

路床高（ｈ）

撮影項目

「導・送・配水管」
配管状況（切込、連絡部）

状況（出来形）

撮影項目

「導・送・配水管」
配管状況

出来形

撮影項目

「導・送・配水管」
配管状況（切込、連絡工）

出来形



写真撮影内容

撮影注意点 撮影箇所 備考

溝切状況

切断状況

面取り状況

清掃状況

端面補修状況

挿口加工状況

白線引き状況

切断完了 白線間隔測定

撮影注意点 撮影箇所 備考

切断完了 白線間隔測定

撮影注意点 撮影箇所 備考

オフセット
埋戻し前に撮影
始点、終点

撮影注意点 撮影箇所 備考

洗管作業 洗管時に撮影

撮影項目

「導・送・配水管」
管切断工

状況（出来形）

撮影項目

「導・送・配水管」
管切断工

出来形

撮影項目

「導・送・配水管」
洗管作業

出来形

「導・送・配水管」
オフセット

出来形

撮影項目



写真撮影内容

撮影注意点 撮影箇所 備考

サドル付分水栓建込前 管の清掃後撮影

サドル設置状況

穿孔状況

清掃状況

コア挿入状況

サドル付分水栓建込完了 完了の全景

掘削完了 掘削幅・深さと完了の全景 幅（Ｂ）、深さ（Ｈ）

敷き砂転圧状況

敷き砂転圧完了 完了の全景

敷き砂出来形 深さと完了の全景 ＧＬからの深さ（ｈ）

給水管布設完了 ＧＬからの深さ（ｈ）

給水管連絡工 連絡前後の撮影

弁栓類据付完了出来形 青銅仕切弁・止水栓の高さ ＧＬからの深さ（ｈ）

埋戻し状況（埋戻し前） 埋戻し前検測

転圧機械毎に転圧状況1回

各層（20cmﾋﾟｯﾁ）の転圧完了
ＧＬ-○○下がり

標識テープ設置工完了出来形 ＧＬ-○○下がり 深さ（ｈ１、ｈ２）

管の土被り1.2～2.0ｍ： 路面下0.8ｍ(h1)
管の土被り1.2ｍ未満：原則として管天より0.4ｍ
(h2)※0.4ｍが路盤内の場合路盤下とする
管の土被り2.0ｍを超える：管天より0.4ｍ(h2)およ
び路面下0.8ｍ(h1)の二重

埋戻し完了
最終層の転圧完了
ＧＬ-○○下がり

路床高（ｈ）

「配水管」
給水管連絡工

状況（出来形）

撮影項目

埋戻し状況※
※他に同じ舗装種別がある場合は省
略。



写真撮影内容

撮影注意点 撮影箇所 備考

サドル付分水栓建込完了 完了の全景

掘削完了 掘削幅・深さと完了の全景 幅（Ｂ）、深さ（Ｈ）

敷き砂出来形 深さと完了の全景 ＧＬからの深さ（ｈ）

給水管布設完了 ＧＬからの深さ（ｈ）

給水管連絡工 連絡前後の撮影

弁栓類据付完了出来形 青銅仕切弁・止水栓の高さ ＧＬからの深さ（ｈ）

標識テープ設置工完了出来形 ＧＬ-○○下がり 深さ（ｈ１、ｈ２）

管の土被り1.2～2.0ｍ： 路面下0.8ｍ(h1)
管の土被り1.2ｍ未満：原則として管天より0.4ｍ
(h2)※0.4ｍが路盤内の場合路盤下とする
管の土被り2.0ｍを超える：管天より0.4ｍ(h2)およ
び路面下0.8ｍ(h1)の二重

埋戻し完了
最終層の転圧完了
ＧＬ-○○下がり

路床高（ｈ）

撮影項目

「配水管」
給水管連絡工

出来形



写真撮影内容

撮影注意点 撮影箇所 備考

舗装切断状況※ ※布設工と同じ場合は省略

舗装版取壊し状況※
機械又は人力
ダンプ車番号が判ること

※布設工と同じ場合は省略

舗装版積込み状況※
マニフェスト番号記入
ダンプ車番号が判ること

※布設工と同じ場合は省略

掘削状況※
機械又は人力
土質毎に撮影

※布設工と同じ場合は省略

残土積込状況※ 機械又は人力 ※布設工と同じ場合は省略

矢板建込み前検尺※ 建込み前検尺　長さ（Ｌ） ※布設工と同じ場合は省略

矢板建込み状況※ 建込み状況 ※布設工と同じ場合は省略

土留工完了 矢板及び支保工完了を同時撮影 支保工の段数が確認できること

掘削完了
掘削幅・深さと完了の全景
既設管の管天までの掘削

幅（Ｂ）、深さ（Ｈ） 撤去前状況

既設管切断状況

既設管撤去状況
（吊り込み状況）

既設管撤去完了 撤去完了の全景

撤去管延長確認
堀山の横で撮影
1回は立会が必要

長さ（Ｌ）

埋戻し状況（埋戻し前）※ 埋戻し前検測 ※布設工と同じ場合は省略

転圧機械毎に転圧状況1回

各層（20cmﾋﾟｯﾁ）の転圧完了
ＧＬ-○○下がり

埋戻し完了
最終層の転圧完了
ＧＬ-○○下がり

路床高（ｈ）

撮影注意点 撮影箇所 備考

土留工完了
矢板及び支保工完了を同時撮影
支保工の段数が確認できること

掘削完了
掘削幅・深さと完了の全景
既設管の管天までの掘削

幅（Ｂ）、深さ（Ｈ） 撤去前状況

既設管撤去完了 撤去完了の全景

撤去管延長確認
堀山の横で撮影
全延長撮影

長さ（Ｌ）

埋戻し完了
最終層の転圧完了
ＧＬ-○○下がり

路床高（ｈ）

撮影項目

「導・送・配水管」
既設管撤去工

状況（出来形）

撮影項目

「導・送・配水管」
既設管撤去工

出来形

埋戻し状況※ ※布設工と同じ場合は省略



写真撮影内容

撮影注意点 撮影箇所 備考

埋戻し完了
最終層の転圧完了
ＧＬ-○○下がり

路床高（ｈ）

路盤材転圧状況

路盤工出来形 ＧＬ-○○下がり

乳剤散布・塗布完了 乳剤名記入

表層工（転圧状況） 合材名記入

表層工（転圧完了） 合材名記入

表層工出来形 コア―採取 厚さ（ｔ）

撮影注意点 撮影箇所 備考

埋戻し完了
最終層の転圧完了
ＧＬ-○○下がり

路床高（ｈ）

路盤工出来形 ＧＬ-○○下がり

乳剤散布・塗布完了
完了の全景
乳剤名記入

表層工（転圧完了） 合材名記入

表層工出来形 コア―採取 厚さ（ｔ）

撮影項目

「付帯工」
仮復旧工

状況（出来形）

撮影項目

「付帯工」
仮復旧工

出来形



写真撮影内容

撮影注意点 撮影箇所 備考

舗装切断状況

汚泥回収状況
マニフェスト番号記入
ダンプ車番号が判ること

舗装版取壊し状況 機械又は人力

舗装版積込み状況
マニフェスト番号記入
ダンプ車番号が判ること

掘削状況 機械又は人力

残土積込状況 機械又は人力

不陸整正状況（補足材敷均し） 全景

不陸整正状況（転圧状況） 全景

不陸整正状況（転圧完了） ＧＬ-○○下がり

路盤工出来形※ 掘り起こして確認 厚さ（ｔ） 立会が必要　※各層毎

乳剤散布・塗布完了※ 乳剤名記入 ※各層毎

舗装工（転圧状況）※ 機械又は人力、合材名記入 ※各層毎

舗装工（転圧完了）※ 合材名記入 ※各層毎

舗装出来形 コア―採取 厚さ（ｔ）

撮影注意点 撮影箇所 備考

不陸整正状況（転圧完了） ＧＬ-○○下がり

路盤工出来形※ 掘り起こして確認 厚さ（ｔ） 立会が必要　※各層毎

乳剤散布・塗布完了※ 乳剤名記入 ※各層毎

舗装工（転圧完了）※ 合材名記入 ※各層毎

舗装出来形 コア―採取 厚さ（ｔ）

撮影項目

「付帯工」
本復旧工

状況（出来形）

撮影項目

「付帯工」
本復旧工

出来形



写真撮影内容

撮影注意点 撮影箇所 備考

切削機搬入状況

切削状況

切削片積込状況

清掃状況

切削完了

切削出来形 ＧＬ-○○下がり

乳剤散布・塗布完了※ 乳剤名記入 ※各層毎

舗装工（転圧状況）※ 機械又は人力、合材名記入 ※各層毎

舗装工（転圧完了）※ 合材名記入 ※各層毎

舗装出来形 コア―採取 厚さ（ｔ）

「付帯工」
切削オーバーレ工

状況（出来形）

撮影項目



写真撮影内容

撮影注意点 撮影箇所 備考

清掃状況

区画線完了 完了の全景

撮影注意点 撮影箇所 備考

材料検収状況

作図状況

清掃状況

プライマー塗布状況

溶解槽温度 １８０℃～２２０℃

施工（溶着）状況

区画線完了 幅（Ｗ）

区画線出来形 厚（ｔ）はテストピース採取 種別毎

空袋確認状況

撮影注意点 撮影箇所 備考

区画線完了 種別毎（色、幅） 幅（Ｗ）

「付帯工」
仮区画線工

状況（出来形）

撮影項目

撮影項目

「付帯工」
区画線工

状況（出来形）

撮影項目

「付帯工」
区画線工

出来形



写真撮影内容

撮影注意点 撮影箇所 備考

材料検収状況

作図状況

清掃状況

プライマー塗布状況

溶解槽温度 １８０℃～２２０℃

施工（溶着）状況

路面カラー塗装完了

路面カラー塗装出来形 厚（ｔ）はテストピース採取

空袋確認状況

「付帯工」
路面カラー塗装工

状況（出来形）

撮影項目



写真撮影内容

撮影注意点 撮影箇所 備考

埋戻し完了
最終層の転圧完了
ＧＬ-○○下がり

路床高（ｈ）

基礎材転圧状況 機械又は人力、砕石名記入

基礎工完了
砕石名記入
ＧＬ-○○下がり

撮影注意点 撮影箇所 備考

埋戻し完了
最終層の転圧完了
ＧＬ-○○下がり

路床高（ｈ）

基礎工完了
砕石名記入
ＧＬ-○○下がり

撮影項目

「付帯工」
基礎工

状況（出来形）

撮影項目

「付帯工」
基礎工

状況（出来形）



写真撮影内容

撮影注意点 撮影箇所 備考

基礎工出来形
砕石名記入
ＧＬ-○○下がり

型枠設置完了※ 機械又は人力 ※現場打ちの部分がある場合

コンクリート打設状況※ コンクリート規格記入 ※現場打ちの部分がある場合

コンクリート養生状況※ ※現場打ちの部分がある場合

コンクリート出来形※ Ｗ、ｔ１、ｔ２ ※現場打ちの部分がある場合

敷モルタル出来形 Ｗ、ｔ

縁石（側溝）設置状況

縁石（側溝）設置完了

側溝工完了

撮影注意点 撮影箇所 備考

基礎工出来形 ＧＬ-○○下がり

コンクリート出来形※ Ｗ、ｔ１、ｔ２ ※現場打ちの部分がある場合

敷モルタル出来形 Ｗ、ｔ

縁石（側溝）設置完了

側溝工完了

撮影項目

「付帯工」
側溝工

状況（出来形）

撮影項目

「付帯工」
側溝工

出来形

③



写真撮影内容

撮影注意点 撮影箇所 備考

積込状況
機械又は人力
ダンプ車番号が判ること

搬入状況（処分前）
処分場の許可標示板撮影
ダンプ車番号が判ること

搬入状況（処分完了）
処分場の許可標示板撮影
ダンプ車番号が判ること

撮影注意点 撮影箇所 備考

積込状況
機械又は人力
ダンプ車番号が判ること

搬入状況（処分前）
処分場の許可標示板撮影
ダンプ車番号が判ること

搬入状況（処分完了）
処分場の許可標示板撮影
ダンプ車番号が判ること

撮影注意点 撮影箇所 備考

積込状況 ダンプ車番号が判ること

搬入状況（処分前）
処分場の許可標示板撮影
ダンプ車番号が判ること

搬入状況（処分完了）
処分場の許可標示板撮影
ダンプ車番号が判ること

撮影注意点 撮影箇所 備考

現場環境改善の実施状況 実施項目毎に撮影

「付帯工」
産業廃棄物処理工

撮影項目

・マニフェスト番号を黒板記載
・撮影頻度
　品目（As、Co、汚泥、樹木（枝
葉、根株）、陶磁器くず等）
　処分場毎、昼夜間別

「付帯工」
残土処分工

「付帯工」
現場環境改善の実施状況

撮影項目

撮影項目

・撮影頻度　処分場毎、昼夜間別
※指定処分場、建設発生土リサイクル
プラント及び仮置き場以外へ搬入する
場合は、工事中処分場において最低１
回は監督員が立会した搬入状況を撮影
すること。

「付帯工」
スクラップ処分工

撮影項目
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